
私たちの間には多様な差異があり、そ
れらの間には権力関係（有利- 不利の関係
や支配- 被支配の関係など）が存在してい
る。しかも、差異の間に存在する権力関係
は、たった一つの軸で（男女という意味で
の性別のみによって）決まるわけではな
い。その他の社会的カテゴリー（人種やエ
スニシティ、国籍、年齢、性的指向・性自認
のあり方、障害の有無）にもとづく軸が互
いに交差することで、私たちの間に複雑
な権力関係を生じさせている。このため、

「女性」だからと言って、みんながみんな
同じ社会的位置に置かれているわけでは
ないし、その結果として、同じ経験を共有
しているわけでもない。また、私たちはそ
れぞれ、複数の社会的カテゴリーに同時
に属している。この点をふまえると、私た
ちの間に存在する権力関係も、文脈に応
じて、複雑な形態をとることになる。この
点を押さえていないと、差別や抑圧、不平
等の原因を単純化して（男性による女性

身体の支配にのみ原因があるなどと）理
解してしまうことになる。実はこうした

「失敗」を、マジョリティ女性を中心とし
たフェミニズムは繰り返してきた。

そのようなフェミニズムに対抗するも
のとして、古くは 19 世紀後半から、一般
的には 1960 年代、70 年代から主張・展開
されてきたのがインターセクショナリ
ティ（交差性）を重視したフェミニズムで
ある。押さえておくべきは、こうしたフェ
ミニズムはマイノリティ女性たちが育
んできたという点である。インターセク
ショナリティ概念が登場・発展してきた
背景や歴史は本書第 3 章にまとめられて
いるが、著者もそこで、インターセクショ
ナリティは「いわゆる第二波ホワイト・
フェミニズムから派生したものではな
く」（116 頁）、非白人の女性たち、すなわ
ち「ブラック、チカーナ、アジアン・アメリ
カン、そして先住民族の女性たちの知的
生産と活動」（同上）から登場してきたも
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のであることを繰り返し強調している。
では、マイノリティ女性たちのフェミ

ニズムにおいて重視されてきたインター
セクショナリティとは、どのようなもの
なのだろうか。著者によれば、それは「世
界の複雑さを理解し分析する」（57 頁）た
めに、「人を同質的で画一的な個人の集
合体として見るのではなく、人種、階級、
ジェンダー、年齢、市民権（シティズン
シップ）の状態をはじめとしたいくつか
のカテゴリーが、世界の中で人々をどの
ように位置づけているか説明するため
の枠組み」（38-39 頁）のことである。これ
に、私たちの間に存在する権力関係は、文
脈に応じて、複雑な形態をとるという前
述の論点を加えると、インターセクショ
ナリティとは、多様な人びとの間に複数
性・複雑性を伴った形で存在する権力関
係と、そうした権力関係によって構造化
される差別や抑圧、不平等にアプローチ
するための枠組みであると言える。それ
は、世界の複雑さを軽減せず（問題の原因
をひとつやふたつに還元することなく）
差別や抑圧、不平等を説明し、それらと
闘っていくことを可能にする。

しかし、近年の、とりわけアカデミアを
中心とした議論において、インターセク
ショナリティは、差別や抑圧、不平等の

「説明」にとどまっており、それらとの「闘
い」に接続されていないのではないか、
あるいはそうした「闘い」を軽視している
のではないか、と著者は問う。その上で次

のように述べる。「インターセクショナリ
ティの既存の議論の中には、インターセ
クショナリティに関する知識を現場で活
かしていく（展開していく）実践—特に
複雑な社会的不平等がもたらす社会問題
を批判し、拒否し、そして改善しようとす
る諸々の実践—を軽視しているものが
ある」（64 頁）。著者は、実践を軽視した議
論は、たとえインターセクショナリティ
の枠組みを用いた分析であったとして
も、十分に批判的なものではないと言う。
なぜなら、「『批判的（クリティカル）』とい
う用語は、社会的不正義の状況下におい
て起こる社会問題を批判し、拒否し、解消
しようとすることを意味する」（106 頁）
からだ。したがって、インターセクショナ
リティを用いた分析は、「単に世界を説明
するだけではなく、社会問題に抵抗する
分析」（同上）でなければならず、また、マ
イノリティの「コミュニティや個人のエ
ンパワーメントを支援すること」（70 頁）
へとつながっていくものでなければなら
ない。

こうした立場から、本書では、インター
セクショナリティを批判的なツールとし
て用いている（と著者が評価する）さまざ
まな取り組みが紹介される。たとえば、第
1 章では、ブラジルにおける黒人女性運
動の一例として、2014 年にブラジルの首
都ブラジリアで開催されたフェスティバ
ル「ラティニダーズ第七回年次大会」が紹
介される。著者は、さまざまな地域から、
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さまざまな立場の人びとが、さまざまな
テーマのもとに集ったこのフェスティ
バルは「知的取り組みと活動家の取り組
みの相乗効果（シナジー）を反映」（48 頁）
した場であったと評価する。その他、批
判的な探求と批判的な実践の相乗効果

（第 2 章）が見られる事例として本書が紹
介する社会運動は多岐にわたる。そこに
は、1994 年にアメリカ合衆国のブラッ
ク・フェミニストが提唱したリプロダク
ティブ・ジャスティスの実現に向けた取
り組み（第 4 章）の他、2013 年のラナ・プ
ラザの惨劇後に展開された新自由主義に
対するグローバルな抗議活動（第 5 章）や
監獄産業の急成長や警察の軍事化により
強化されるマイノリティと貧困コミュニ
ティに対する差別的な取り締まりへの抵
抗（第 5 章）が含まれる。さらには、デジタ
ル・メディアやソーシャル・メディアを活
用した社会運動及びデジタル・バイオレ
ンスとの闘い（第 4 章）やヒップホップを
通してグローバルに発信される抵抗の声
と物語（第 6 章）なども取り上げられてい
る。世界中で展開されているさまざまな
社会運動において、インターセクショナ
リティにもとづく分析がどのように実践
されているのか学べる点に、本書の大き
な特徴がある。

また、大学関係者にとっては、インター

セクショナリティと教育の関係に焦点を
あて、近年、大学において積極的に取り組
まれているダイバーシティ推進を批判的
に検討した第 7 章は必読である。ここで
著者は、ダイバーシティ推進の取り組み
が、たとえば大学へのアクセスのしやす
さ／しにくさなどに反映される「社会的
不平等の構造的分析を切り捨て、社会問
題の個人的及び文化的（カルチュラル）な
解釈を重視」（301 頁）したものになって
いないか、その結果として「生徒・学生同
士が仲良くできないとしたら（中略）問題
は生徒・学生自身にある」（同上）という理
解にとどまっていないかと問い、「社会問
題に対する個々の解決策を必要以上に重
視する」（302 頁）風潮に警鐘を鳴らす。日
本でも、過去 20 年の間、「自己責任」論（人
びとが直面するさまざまな問題を個人の
能力や選択の帰結とみなす考え方）を当
然視する風潮が継続・強化されており、そ
の結果として、すでに社会的に脆弱な立
場に置かれていた人びとが、これまで以
上に不利な立場に追いやられてしまって
いる。本書は、現代社会が直面するこうし
た問題を構造的に理解し、より適切かつ
創造的な問題解決方法を模索していく上
で、インターセクショナリティにもとづ
く分析が欠かせないことを力強く訴えか
けている。
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